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【よくある編集 ～圧縮・重なり、均等配置、配置反転など～】 
商品を陳列したら、棚の端が赤い線で表示され商品が見えません。 

商品を配置したら、均等に並ばず乱雑に陳列されているように見えてしまいます。 

商品の並びを簡単に左右反転させたいのですが… 

 

→棚の端の商品が赤い線で表示された場合には、その棚から商品がはみ出していることを意味しています。このような場合には、「圧

縮」や「重なり」陳列を用いると、商品を棚からはみ出さずに陳列することができます。 

商品の配置が乱雑に見えるときには、商品の配置間隔が統一されていないことが考えられます。「均等配置」をお試しください。 

商品の並びを簡単に左右反転させる必要があるときには、「反転」が便利です。 
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1. ゴンドラ幅の変更 

PTSデータ(共通棚割情報)をインポートしたり、ゴンドラを選択して伸縮させたりすると、ゴンドラ幅がまちまちになってしまうことがあり

ます。そのような場合、直接ゴンドラ幅を指定して設定することができます。本項の例では、ゴンドラの幅を 3尺(900mm)に揃えます。 

(1) 1台目のゴンドラの袴を右クリックします。 

 

 

ゴンドラの袴 

(ゴンドラ最下段の土台部分)を 

右クリックしてください 

ゴンドラ幅が 

統一されていません。 
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(2) 右クリックメニューが表示されますので、[プロパティ]を実行します。 

 

 

[プロパティ]を 

実行してください 
Click! 
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(3) [ゴンドラ情報編集画面]が表示されます。 [ゴンドラ全体]の[幅]に数値を入力します。[後壁(背板)]を使用している場合には、[後壁(背板)を

使用する]の[幅]も変更します。最後に、[次のゴンドラに移動]ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

③[次のゴンドラに移動] 

ボタンをクリックします 

 

①幅を入力します。 

ここでは「900mm(3尺)」に 

変更します 

②背板を使用している場合は 

背板も変更します。 

ここではゴンドラ全体と同じ 

「900mm(3尺)」に変更します 
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(4) すべてのゴンドラで同様に[ゴンドラ全体]と[後壁(背板)]の[幅]を変更し、最後に[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

③[設定]ボタンを 

クリックしてください 

 

  

 

  

①②[幅]を 

入力します 

[次のゴンドラに移動] 

ボタンが押せなくなると、 

右端のゴンドラです。 
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(5) ゴンドラの幅が設定されました。この例では、すべてのゴンドラ幅が 3尺(900mm)に揃えられました。 

 

 

ゴンドラ情報変更画面にて 

設定を行うと、 

隣り合う棚板で高さが一致している場合、

自動的に棚板が連結されます。 
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2. 商品の選択 
メニューを実行するときに、対象となる商品を選択します。商品の選択には単一選択、複数選択などの方法があります。 

 

2.1. 単一選択 
(1) 商品をひとつ選択するときには、マウスの左クリックで選択します。 

 

 

左クリック 

選択した商品に 
選択マーク 

(商品周囲の〇、□のマーク) 
が付きます。 

左クリック 

別の商品を左クリックすると、 

選択マークが別の商品に 

移ります。 

選択状態 

選択状態が 

移動 
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2.2. 複数選択 
(1) 「Ctrlキー」を押しながらマウスの左クリックを繰り返すと、商品を複数選択することができます。 

 

 

左クリック 左クリック 

①「Ctrl」キーを 

押しながら… 

左クリック 

   
②マウスの左クリックを 

繰り返します 

既に選択した商品を 

再度左クリックすると、 

選択が解除されます 

選択解除の例 

左クリックした商品に 

選択マークが追加されます。 
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2.3. 商品の範囲選択 
(1) 対象の商品群の端でマウスを左クリックしドラッグしてください。 

(2) 商品群が決まったらマウスの左ボタンを放します。すると商品群が選択状態になります。 

 

マウスを左クリックし、マウスの左ボタンを押したままマウスを動かすと、選択範囲をしめす矩形が表示されます。この矩形に重なった商品

群を選択対象とすることができます。複数の商品を一度に選択したい時に便利です。 

マウスの動きに伴い、 
矩形が表示されます。 

この矩形に重なる商品群が 
選択対象となります。 

選択対象を矩形で覆ったら、 

マウスの左ボタンをはなします 

矩形に重なっていた商品群が 
選択状態となりました。 

選びたい商品上の棚板との隙間の部分で 

マウスを左クリックし、 

マウスの左ボタンを押したまま、 

マウスを動かします 
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(3) 「Ctrlキー」を押しながらマウスの左クリックや範囲選択を繰り返すと、選択商品群に商品を追加・削除することができます。 

 範囲選択後、「Ctrl」キーを押しな
がら更に範囲選択をすると… 

 選択商品が追加されました。 
「Ctrl」キーを押しながら選択商品
を左クリックすると．．． 

 クリックした商品は選択状態から

解除されました。 
「Ctrl」キーを押しながら更に商品
を左クリックすると… 

 更に選択商品が追加されました。 

 

 

「Ctrl」キーを 

押しながら… 

左クリック 

左クリック 
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3. 商品の圧縮 

 

(1) 商品の幅を「圧縮」します。はみ出している商品が袋物や詰め替えなど、実際の売場で圧縮陳列できるものの場合には「圧縮」が適して

います。 

 

 

 

商品が棚から 
はみ出しています。 

袋物、詰め替えなど、 
実際の売場で 

圧縮陳列できる商品を対象に 
圧縮を行います。 



 13 

(2) 圧縮したい対象の商品を選択します。本項の例では、2.3. 商品の範囲選択を用いて複数の商品を選択しました。 

 

 

範囲選択で商品群を 
選択しました。 
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(3) 選択状態となった商品群の上で右クリックし、右クリックメニューを表示します。[圧縮]-[圧縮]を選択します。 

 

 

① 商品群の上で 

右クリック 

してください 

②[圧縮]を選択 

してください 
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(4) [商品圧縮画面]が表示されます。何％圧縮するかを入力してください。ここでは「20」を入力します。 

 

 

適切な値を入力し 

[設定]ボタンをクリックします 
圧縮しない状態を100%とします。 

圧縮率「20%」と設定すると、 

元の商品幅の「80%」の幅になるように 

圧縮されます。 

20％圧縮 
幅 100% 

設定後は各商品幅が80%になります 
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(5) 商品群が元の幅の「80％」の幅に圧縮配置されました。 

 

 

選択商品群が 

圧縮されました。 

元の幅の 

「80%」の幅になるように 

圧縮配置されました。 

まだ商品がはみ出す場合には、 

商品幅が右から詰めて 

再配置されます。 

圧縮前 

圧縮後 
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(6) さらに、棚からはみ出している商品について同様に圧縮陳列していき、商品がすべて棚に陳列されるように調整します。 

 

 

商品がすべて棚に 

収まりました。 
商品が収まると、 

商品の再配置は行いません。 

商品の陳列位置は 

そのまま維持されます。 

再度圧縮実行 

圧縮実行後 
この商品群を再度圧縮 

さらに圧縮を実行し、 

商品がすべて棚に収まるように 

調整します。 
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4. 商品の重なり陳列 

(1) 商品を「重なり」陳列します。チューブやポンプなど、ななめ置きして陳列するような商品は「重なり」陳列が適しています。 

 

 

チューブ、ポンプなど、 

実際の売場で 

ななめ置きして陳列するような 

商品を対象に「重なり」を行います。 

商品が棚から 

はみ出しています。 
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(2) 重ねたい対象の商品を選択します。本項の例では、2.3. 商品の範囲選択を用いて複数の商品を選択しました。 

 

 

範囲選択で商品群を 
選択しました。 
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(3) 選択状態となった商品群の上で右クリックし、右クリックメニューを表示します。[重なり]を選択します。 

 

 

②[重なり]を 

選択してください 

①商品群上で 

右クリック 

してください 
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(4) [陳列物の重なり画面]が表示されます。[陳列幅]の初期表示値は選択商品群の幅の合計値(mm)です。重なり陳列時の陳列幅を入力してくだ

さい。ここでは「350」を入力します。 

 

陳列幅を調整し 

[設定]ボタンをクリック 

してください 

初期表示値は選択商品群の幅の

合計値です。 

赤枠部分に当たります。 

[陳列幅]の入力値に伴い、赤枠の

目印ラインが更新されます。 



 22 

(5) 選択した商品群が「350mm」の幅で重なり配置されました。 

 

 

商品群が重なり配置 

されました。 

重なり配置前 

重なり配置後 
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5. 商品の均等配置 

(1) 陳列済みの商品の間隔が均等になるように配置します。棚板を右クリックし、右クリックメニューを表示します。[配置変更]-[均等]を選択

します。 

 

[配置]メニューには、[均等]の他にも[左揃え][右揃え][中央揃え]を用意しています。状況に応じてお使いください。 
[反転]のメニューについては、「6..商品の配置反転」にて説明します。 

①棚板を右クリック 

してください 

②[均等]を 

選択してください 
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(2) 棚板上の商品が均等配置になりました。 

 

[配置]メニューは選択状態のものを対象に実行されます。今回は棚板を選択し[均等配置]を実行しましたが、選択した商品群、棚板ごと、ゴ
ンドラごと、モデル全体を対象に実行することも可能です。 

棚板上の商品の間隔が 
均等になりました。 

選択状態により実行対象が変化します。(均等配置実行の場合) 
商品群を選択 選択した商品群が均等配置されます 
☆棚板を選択 選択した棚板上にある商品が均等配置されます 
ゴンドラを選択 選択したゴンドラ内にある商品が均等配置されます 
何も選択しない モデル内の全商品が均等配置されます 

本項の例は☆です。 
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(3) ツールバーにて、[均等配置]を実施することも可能です。対象商品を選択して[均等配置]をクリックすると、右クリックメニュー[均等]と同

様に対象の商品群が均等配置されます。 

 

 

[均等配置]を 

クリックしてください 
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6. 商品の配置反転 

(1) [反転]機能を用いると、選択した商品の並びが左右反転します。動線に合わせて商品の並びを変えたいときなどに便利です。 

本稿では、商品を何も選択せず、ゴンドラ全体を左右反転します。 

 

 

 

同じ棚の中で、 

商品①②③…→商品…③②① 

となるように並べ替えます。 
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(2) ゴンドラの外側のモデル空間内で右クリックし、右クリックメニューを表示します。[配置変更]-[反転]を選択してください。 

 

 

ゴンドラや商品などが 

ないところで 

右クリックします 

[反転]を 

選択してください 

ゴンドラの外側の枠線が 

モデル空間を示しています。 

右クリックメニューはこの枠線の内側で

表示されます。 
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(3) 反転実行の確認画面が表示されますので、[はい]ボタンをクリックします。 

 

 

[はい]ボタンを 

クリックしてください 
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(4) モデル全体で商品の配置が反転しました。 

 

 

モデル全体で 
商品の配置が 

左右反転しました。 

選択状態により実行対象商品が異なります。(反転実行の場合) 
商品群を選択 選択した商品群が配置反転されます 
棚板を選択 選択した棚板上にある商品が配置反転されます 
ゴンドラを選択 選択したゴンドラ内にある商品が配置反転されます 
☆何も選択しない モデル内の全商品が配置反転されます 

本項の例は☆です。 
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7. 商品の交換 

(1) 商品①と②の位置を入れ替えたい場合には、[交換]機能が便利です。 

 

 

① 

② 

商品の位置を入れ替えたい場合には、 

[交換]機能が便利です。 

図のようなケースでも、 

商品群①を作業スペースに一旦退避することなく、 

直接①と②の陳列位置を入れ替えることができます。 
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(2) 位置を交換したい対象の商品群①を選択します。本項の例では、2.3. 商品の範囲選択を用いて複数の商品を選択しました。 

 

 

範囲選択で商品群を 
選択しました。 

この商品群を「商品群①」 
とします。 
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(3) 引き続き、商品群②も同様に選択します。この時、「Ctrlキー」を押しながら、商品群を選択してください。ここでは、2.3. 商品の範囲選

択を用いて商品を選択しました。 

 

 

①「Ctrl」キーを 

押しながら… 

範囲選択で商品群を 
選択しました。 

この商品群を「商品群②」 
とします。 

① 

① 

②商品の範囲選択を 

行います 
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(4) 選択状態となった商品群の上で右クリックし、右クリックメニューを表示します。[交換]を選択します。 

 

 

②[交換]を 

選択してください 

①商品群の上で 

右クリック 

してください 
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(5) 商品群①と②の配置が交換されました。 

 

本項では例として商品を複数選択した「商品群」の交換を行いました。 
※商品の交換は、商品群①、商品群②の商品数を一致させる必要はありません。商品①(単品)と商品群②(複数)での交換も可能です。 
※棚の陳列商品と作業スペース内の商品とを交換することも可能です。 

商品群①と②が 
交換されました。 
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＜注意＞商品群①と②の選択は、「何も商品を選択していない」状態から「2度の連続した選択操作」が必要です。選択操作が 3回以上にな

ったり、選択操作の間で別のメニューを実行したりすると、[交換]メニューを実行することはできません。 

 

 

①の選択操作 

②の選択操作  

移動や圧縮など 

別のメニューを実行 

移動や圧縮など 

別のメニューを実行 

3度目の選択操作 
(選択解除を含む)を行うと、 

[交換]メニューを実行できません。 

途中で別のメニューを実行すると 
[交換]メニューを実行できません。 
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